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自衡隊の海外派兵を食い止め、大囁軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継統し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

1988年6月18日第三種蜀便物認可毎月 1回20日発行

横須賀母港艦がトマホークを発射！

米国の対イラクミサイル攻撃に抗議する
沖縄から●県民投票前夜一怒りは静かに9.8へ
佐世保から●米兵犯罪は1Jの空気を変えたか？
戦後初●日本の軍艦が釜山に入港。

96.8●ヒロシマ、ナガサキからの報告／舞鶴●海上自衛廠基地の拡大に反対

沖縄「特別立法」に反対する 100万人署名を！
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米
兵
に
よ
る
強
盗
殺
人
未
遂
事
件
に
抗
議
す
る
女

性
た
ち
の
デ
モ
（
七
月
二
六
日
・
佐
世
保
）
。
ー
十

ニ
ペ
ー
ジ
に
記
事
。

●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）

個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円

団体 1口2000円 団体 1口1000円
〈会費は本誌購読料を含みます〉

脱軍備ネットワーク

キャッチピース



攻撃作戦に参加
した米艦船
NAVY NEWS SERVICE 

96.9.4より

くアラビア海で＞ビル・クリントン大統領は

本日夕、ペルシャ湾の三隻の水上艦船と一隻

の潜水艦に、十七発のトマホークミサイルに

よるイラクの選択された防空施設目標に対す

る第二波攻撃を命令した。この攻撃を行った

艦船はミサイル駆逐艦ラッセル、駆逐艦

ヒューイット、ミサイル駆逐艦ラブーン及び

攻繋型原子力潜水艦ジェファーソンシティで

ある。（略）昨日の第一波攻撃は、ミサイル巡

洋艦シャイロ、ミサイル駆逐艦ラブーン、及び

グアムから飛来したB52爆撃機により実行さ

れ、二七発の巡航ミサイルが発射された。（略）

ヒューイット及びラブーンは空母カールビン

ソン戦闘団を構成し、アラビア海北部に移動

した。ラッセル及びジェファーソンシティは

第五艦隊司令部の傘下にある。現在同海域に

展開している艦船は次のとおりである。空母

カールビンソン、原子カミサイル巡洋艦アー

カンソー、同カリフォルニア、ミサイル巡洋艦

シャイロ、ミサイル駆逐艦ラブーン、駆逐艦

ヒューイット、フリゲート艦コメリン、戦闘支

援艦カムデン、揚陸強襲艦タラワ、揚陸輸送艦

ドウルース、ドック揚陸艦ラッシュモア、機雷

探知艦アーデント、同デキストラス、フリゲー

ト艦ドイル、ミサイル駆逐艦ラッセル、フリ

ゲート艦バンデグリフト、攻撃型原子力潜水

艦ジェファーソンシティ、支援艦船カトーバ、

ナイアガラフォール、ティッペカヌー。

（編集部注）

●ヒューイットの母港は横須賀。

●カールビンソン、アーカンソー、
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3
日
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
派
遺
さ
れ
て
い
る
米
海
軍
の
駆
逐
艦
ラ
ブ

ー
ン
艦
上
か
ら
発
射
さ
れ
る
ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル

I
I
A
P

1
条
に
は
「
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行

使
を
、
い
か
な
る
国
の
領
土
保
全
又
は
政
治
的

独
立
に
対
す
る
も
の
も
、
ま
た
、
国
際
連
合
の

目
的
と
両
立
し
な
い
他
の
い
か
な
る
方
法
に
よ

る
も
の
も
慎
む
こ
と
を
約
束
す
る
。
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
攻
撃
は
そ
れ
を
裏
付
け

る
国
連
決
議
す
ら
な
く
、
ま
さ
し
く
こ
の
第
1

条
が
禁
じ
て
い
る
行
為
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
貴

国
軍
隊
は
、
安
保
条
約
の
も
っ
と
も
根
幹
に
か

か
る
部
分
を
否
定
し
た
わ
け
で
す
。

ま
た
安
保
条
約
交
換
公
文
で
「
日
本
国
か
ら

行
な
わ
れ
る
戦
闘
作
戦
行
動
」
は
「
事
前
協
議

の
主
題
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
協
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま

横須賀の
が

また使われた！
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
様

イ
ラ
ク
ヘ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
す
る
抗
議
文

9
月
3
日、

4
日
の
両
日
、
貴
国
の
軍
隊
は

貴
職
の
承
認
の
下
に
イ
ラ
ク
本
土
に
巡
航
ミ
サ

イ
ル
に
よ
る
攻
撃
を
行
い
ま
し
た
。
国
際
法
を

無
視
し
た
こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
軍
事
行
動

に
、
世
界
は
驚
き
、
呆
れ
、
そ
し
て
恐
れ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
も
、
国
際
社
会
の
一
員
と

し
て
、
そ
し
て
貴
国
の
軍
隊
に
、
多
大
な
便
宜

供
与
を
行
っ
て
い
る
日
本
国
の
主
権
者
と
し

て
、
貴
国
の
野
蛮
な
行
為
を
厳
し
く
糾
弾
し
ま

す
C

マ
・
ふ
ぶ
刃
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せ
ん
か
。

9
月
3
日
の
第
1
波
の
攻
撃
の
直

後
、
わ
が
国
の
橋
本
龍
太
郎
首
相
は
記
者
団
に

対
し
て
、
「
在
日
米
軍
が
動
く
こ
と
は
な
い
」
と

明
言
し
た
の
で
す
。
し
か
し
翌
日
に
は
こ
の
首

相
の
非
見
識
と
無
知
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う

に
、
貴
職
は
ビ
ュ
ー
イ
ッ
ト
に
ト
マ
ホ
ー
ク
を

発
射
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
す
。．
 

日
本
の
一
般
国
民
だ
け
で
な
く
、
交
渉
相
手

の
首
相
に
さ
え
嘘
を
つ
か
な
け
れ
ば
運
用
で
き

な
い
「
安
保
」
条
約
と
は
何
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
日
本
の
納
税
者
は
、
貴
国
の
軍
隊
の
駐
留
の

た
め
に
多
大
な
財
政
負
担
を
強
要
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
軍
隊
が
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

の
よ
う
な
軍
事
攻
撃
を
正
当
化
す
る
表
現
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。

ま
さ
し
く
こ
の
正
当
性
の
欠
如
こ
そ
、
国
際

社
会
が
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
今
回
の
貴
国

の
爆
撃
を
支
持
し
な
か
っ
た
理
由
で
す
。
今
回

の
攻
撃
決
定
の
理
由
と
し
て
圧
倒
的
多
数
派
の

見
解
は
、
貴
職
が
大
統
領
選
目
当
て
の
人
気
獲

得
策
と
し
て
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

ょ
う
な
「
個
人
的
」
な
理
由
で
殺
霰
と
破
壊
を

繰
り
返
す
に
い
た
っ
て
は
、
私
た
ち
は
も
は
や

言
う
べ
き
言
葉
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。．
 

日
本
国
民
と
し
て
と
り
わ
け
座
視
で
き
な
い

の
は
、
今
回
の
蛮
行
に
在
日
米
軍
基
地
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ト
マ
ホ
ー
ク
を
発
射
し
た

艦
船
の
リ
ス
ト
の
中
に
、
横
須
賀
を
母
港
と
す

る
駆
逐
艦
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
安
保
条
約
に
も
明
白
に

違
反
す
る
行
為
で
す
。

日
米
安
保
条
約
に
お
い
て
確
か
に
米
軍
は
日

本
の
基
地
使
用
を
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
無
制
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
保
条
約
第

で
、
条
約
に
さ
え
違
反
し
て
軍
事
行
動
を
行
う

こ
と
を
私
た
ち
は
決
し
て
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
「
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及

び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
」
（
安
保
第

6
条
）
に
駐
留
す
る
は
ず
の
在
日
米
軍
が
、
な

ザ
ア
ラ
ビ
ア
湾
で
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
の

か
。
確
か
に
今
年
4
月
の
日
米
共
同
声
明
で

は
、
「
極
東
」
に
代
わ
っ
て
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
」

と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
条

約
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ

の
よ
う
な
「
安
保
再
定
義
」
を
認
め
ま
せ
ん
。

今
回
の
貴
国
の
行
動
に
よ
っ
て
、
冷
戦
後
の

日
米
安
保
の
矛
盾
が
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
ま
し

た
。
貴
職
や
わ
が
国
の
高
官
た
ち
は
、
こ
の
矛

3
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盾
を
取
り
繕
う
た
め
に
、
こ
の

9
月
に
い
わ
ゆ

る
「
2
+
2」
（
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
）

を
開
い
て
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
日
米
防
衛
協
力

指
針
）
」
を
改
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ょ
う
な
無
益
で
、
し
か
も
国
際
社
会
の
安
全
に

牙
を
む
く
よ
う
な
試
み
は
直
ち
に
中
止
さ
れ
る

べ
き
で
す
。

．
 

ま
た
私
た
ち
は
、
現
在
の
在
日
米
軍
を
た
だ

ち
に
大
幅
に
縮
小
す
る
こ
と
を
開
始
す
る
よ
う

貴
職
に
要
求
し
ま
す
。
ソ
連
解
体
後
の
泄
界
で

は
、
貴
国
の
軍
隊
こ
そ
が
「
地
域
の
紛
争
の
火

種
」
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
安
定
化
を
阻
害

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ

ン
の
軍
隊
の
よ
う
に
、
貴
国
の
軍
隊
も
日
本
、

と
り
わ
け
沖
縄
に
お
い
て
、
堪
え
難
い
人
権
侵

害
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
で
す
。．
 

私
た
ち
は
、
貴
職
に
以
下
の
こ
と
を
要
求
い

た
し
ま
す
。

(

1

)

今
後
、
今
回
と
同
様
の
国
際
法
を
無
視
し

た
軍
事
力
の
行
使
を
中
東
地
域
、
並
び
に
世
界

の
い
か
な
る
地
域
で
も
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
。

(2)
在
日
米
軍
の
兵
力
を
今
回
の
武
力
攻
撃

に
使
用
し
た
こ
と
を
、
日
本
政
府
と
国
民
に
詫

び
て
、
一
一
度
と
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
約
束
す

る
こ
と
。

て
、
全
面
的
な
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
今
回
の
米
軍
の
愚
行
に
よ
っ
て
、
貴
職
が

こ
れ
ま
で
の
政
策
の
過
ち
に
気
付
き
、
自
ら
の

職
を
賭
し
て
、
日
本
が
安
保
条
約
の
呪
縛
か
ら

解
き
放
た
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
、
私

た
ち
は
平
和
を
願
う
市
民
と
し
て
要
求
し
、
期

待
し
ま
す
e

．
 

私
た
ち
は
、
貴
職
に
以
下
の
こ
と
を
要
求
し

ま
す
。

(

1

)

今
回
の
米
軍
の
イ
ラ
ク
爆
撃
を
支
持
し

た
日
本
政
府
の
立
場
を
撤
回
し
、
国
際
社
会
で

ア
メ
リ
カ
の
行
動
を
断
罪
す
る
こ
と
。
(

2

)

在

日
米
軍
が
今
回
の
攻
撃
に
参
加
し
た
こ
と
に
抗

議
し
謝
罪
さ
せ
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
こ
と
を
米
国
に
確
約
さ
せ
る
こ
と
。
(

3

)

現

在
進
行
し
て
い
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
見
直
し

作
業
を
白
紙
撤
回
す
る
。
現
行
の
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
は
破
棄
す
る
。
(

4

)

在
日
米
軍
の
大
幅

か
つ
急
速
な
縮
小
を
ア
メ
リ
カ
に
確
約
さ
せ

る。
(

5

)

在
日
米
軍
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
調

査
し
、
早
急
に
改
善
さ
せ
る
。
(

6

)

安
保
条
約

を
全
面
的
に
見
直
す
（
廃
棄
を
含
む
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
そ
の
研
究
結
果
を

国

民

の

討

議

に

か

け

る

こ

と

。

◆

◆

9月2日、呉を定係港とする海上自衛隊の練習艦隊「かしま」

など2隻が韓国の釜山港へ寄港した。戦後、日本の軍艦が朝鮮

半に寄港したのは初めてのことだ。植民地支配や戦後補償問題

に国家としては何一つ責任を果たさないまま送り込まれた日本

軍に韓国では怒りの声があがった。「ピースリンク広島・呉・

岩国」の防衛庁長官あて抗議文から。

(

3

)

在
日
米
軍
の
縮
小
・
撤
退
に
つ
な
が
る
措

置
を
迅
速
に
開
始
す
る
こ
と
。
）

(

4

)

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
定
要
求
を
取
り
下

げ
、
現
行
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
廃
止
す
る

ょ
う
日
本
側
に
提
案
す
る
こ
と
C

(

5

)

在
日
米
軍
の
、
日
本
住
民
に
対
す
る
あ
ら

内
閣
総
理
大
臣
橋
本
龍
太
郎
様

米
国
の
イ
ラ
ク
攻
撃
支
持
に
対
す
る
抗
識
文
（
抜
粋
）

…
貴
職
は
今
回
の
第
1
波
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
直

後
記
者
団
に
、
「
在
日
米
軍
が
動
く
こ
と
は
な

い
」
と
明
言
さ
れ
ま
し
た
c

し
か
し
ま
さ
に
そ

の
翌
日
、
日
本
の
港
を
出
港
し
て
い
た
ビ
ュ
ー

ィ
ッ
ト
は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
を
イ
ラ
ク

領
土
に
撃
ち
こ
ん
だ
の
で
す
。
（
略
）
貴
職
が

意
図
的
に
嘘
を
つ
い
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、

自
国
の
領
土
に
駐
留
す
る
軍
隊
の
行
動
に
関
し

て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
何
も
知
ら
な
い
と
い
う

恐
る
べ
芸
事
態
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
）
貴

職
は
、
自
身
の
名
誉
と
国
民
の
安
全
に
賭
け

て
、
米
軍
に
厳
し
く
抗
議
す
べ
き
で
す
。
（
略
）

．
 

し
か
し
今
回
の
事
態
で
米
国
ば
か
り
を
責
め

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
（
略
）
貴
職
は
本
年

4
月
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
の
共
同
声
明
に

．
 

．
 

＂
・
：
戦
闘
的
な
軍
艦
で
な
く
、
練
習
艦
隊
の
親
善
訪

T

問
だ
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

＂
ま
せ
ん
。
更
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
の
掃
海
艦
隊
の
派

一
兵
に
始
ま
っ
た
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
の
流
れ
と
、

．
 

．
 
冷
戦
終
結
後
も
依
然
と
し
て
米
軍
基
地
と
自
衛
隊

t
を
維
持
・
拡
大
し
、
有
事
対
応
の
観
点
か
ら
日
米
の

？
共
同
実
戦
体
制
を
強
化
す
る
動
き
を
強
め
て
い
る

．
 

•
情
勢
を
直
視
す
る
と
き
、
自
衛
隊
軍
艦
の
臨
国
へ

．
 

•
の
寄
港
は
、
日
米
間
三
国
の
軍
事
同
盟
を
よ
り
強

．
 

•
化
す
る
た
め
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
黙
視
す

．
 

•
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
呉
・
広
島
の

．
 
．
 
．
 
.‘、：カ一隊蘊
晶
習

r
輝
訪
廠

国

葡
土
昆

玉
自
自
十

ゆ
る
人
権
侵
害
行
為
（
暴
力
、
騒
音
、
恐
怖
感
）

を
直
ち
に
中
止
さ
せ
、
被
害
者
に
対
し
て
適
当

な
補
償
を
行
う
こ
と
。

一
九
九
六
年
九
月
六
日

脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス

お
い
て
、
安
保
条
約
の
「
極
東
」
の
範
囲
を
「
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
」
に
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
保
条
約
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
こ
の
財
政
難
に
も
関
ら
ず
私

た
ち
の
血
税
を
さ
ら
に
多
く
米
軍
に
注
ぎ
込
ん

で
、
沖
縄
の
基
地
を
本
土
に
「
玉
突
き
移
転
」

す
る
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
こ
の

9
月
に
は
い
わ
ゆ
る
「
2

+
2」
（
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
）
を
開
い

て
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
日
米
防
衛
協
力
指
針
）
」

を
改
定
し
て
、
日
米
両
軍
を
完
全
に
一
体
化
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
（
略
）

「
安
保
条
約
」
は
不
磨
の
大
典
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
）
こ
れ
ま
で
の
歴
代
総
理
の
よ
う
に
安
保

の
前
で
思
考
停
止
に
陥
る
の
で
は
な
く
、
時
代

に
応
じ
て
、
憲
法
の
平
和
王
義
の
理
念
に
沿
っ

•••••••• 

．
 

市
民
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
へ
の
派
兵
が
呉
か
ら
＂

始
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
初
の
韓
国

．
 ．
 

へ
の
軍
隊
の
派
遣
が
、
ま
た
呉
か
ら
行
な
わ
れ
た
＂

こ
と
に
強
く
抗
議
し
ま
す
。
（
略
）
自
衛
隊
は
、
名
＂

実
と
も
に
「
占
守
防
衛
」
の
枠
を
取
り
は
ら
い
、
日
＂

米
両
国
の
膨
大
な
利
権
を
守
る
た
め
に
、
両
者
が
＂

共
同
で
軍
事
的
に
行
動
す
る
体
制
が
た
め
を
し
よ
＂

．
 

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
に
見
え
る
の
は
「
第
三
・

．
 

世
界
で
紛
争
が
お
き
、
日
本
の
権
益
が
巻
き
込
ま
・

．
 

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
」
自
衛
隊
を
海
外
に
派
遣
・

．
 
．
 

で
き
る
と
い
う
本
格
的
な
出
兵
で
す
。
（
略
）
今
回
・

の
海
上
自
衛
隊
の
韓
国
寄
港
は
、
そ
の
よ
う
な
流
＂

れ
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
す
。
（
略
）
集
団
的
自
＂

衛
権
の
行
使
は
し
な
い
と
い
う
考
え
に
沿
っ
て
、
＂

自
衛
隊
の
韓
国
へ
の
派
遣
を
今
後
一
切
中
止
し
、
＂

．
 

リ
ム
パ
ッ
ク
な
ど
他
国
と
の
合
同
軍
事
演
習
へ
の

．
 
．
 

参
加
を
一
切
や
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。
•

私
た
ち
は
、
韓
国
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
に
強
く
＂

．
 

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
貴
職
に
次
の
点
を
求
め
る
・

．
 

も
の
で
す
。
(

1

)

日
米
韓
三
国
の
軍
事
同
盟
の
強
・

．
 

化
に
つ
な
が
る
韓
国
へ
の
自
衛
隊
の
派
遣
を
今
後
・

．
 

一
切
行
な
わ
な
い
こ
と
。
(

2

)

リ
ム
パ
ッ
ク
な
ど
、
＂

．
 

い
か
な
る
形
の
共
同
演
習
も
行
わ
な
い
こ
と
。
●

(

3

)

)

極
東
有
事
へ
の
日
米
の
軍
事
協
力
を
進
め
る

9

方
向
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
す
の
で
な
く
む
し
・

．
 

ろ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
そ
の
も
の
を
撤
回
す
る
こ
と
。
＂

(

4

)

「
極
東
有
事
」
を
口
実
と
し
た
有
事
体
制
づ
く
＂

り
を
し
な
．
い
こ
と
。
(

5

)

い
か
な
る
形
に
お
い
て

．
 
．
 

も
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
行
な
わ
な
い
こ
と
。
●
＂

．
 5
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沖縄の米軍用地強制使用のための

特別立法に反対する

百万人署名運動
にご協力を！

＜請願事項＞

1沖縄の軍事基地を大幅に縮小・撤去し、基

地のタライ回しをやめること。

1．住民の人権を守ることを優先して、在日米

軍の地位に関する協定を見直すこと。

L軍事基地のためね私有地を強制収用する特

別立法を行わないこと。

＜呼びかけ人＞阿部知子新崎盛暉有銘政夫宇

井純上原成信内田雅敏大石芳野大

島孝一小田実木村晋介小島清文小

室等佐高信信太正道新谷のり子高

里鈴代辻元清美暉峻淑子照屋秀伝

富山洋子内藤隆中北龍太郎中島通子

中山千夏丹羽雅雄福島瑞穂松井やよ

り 武者小路公秀矢崎泰久山内敏弘

吉川勇ー吉武輝子米盛裕＝

＜集約予定＞ 十月中旬

0署名用紙を同封しました。コピーして広めてくだ
さい。

0賛同団体、個人も募っています。賛同金は団体1
口5000円、個人1口1000円。
0お問い合わせ、連絡先は〒101 東京都千代田区
三崎町3-1 -1 8近江ビル4F ft03-5275・ 
5989 FAX03-3234-4118 郵便振替00140-4-
110332 沖縄百万人署名運動
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九
月
八
日
は
県
民
投
票
の
日

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

不
当
判
決
に
怒
り
広
が
る

「

判

決

を

言

い

渡

し

ま

す

。

主

文

、

本

件

上

告

を

棄

却

す

る

。

上

告

費

用

は

上

告

人

の

負

担

と

す

る

」

。

八

月

一

一

十

八

日

午

後

三

時

最

高

裁

判

所

大

法

廷

で

三

好

達

裁

判

長

が

わ

ず

か

一

分

足

ら

ず

の

判

決

を

百

い

渡

し

、

閉

廷

を

告

げ

て

十

五

人

の

裁

判

官

が

さ

っ

さ

と

退

席

し

た

。

あ

っ

け

に

と

ら

れ

た

傍

聴

人

は

立

ち

上

が

り

、

法

廷

内

は

怒

り

の

声

に

包

ま

れ

た

。

日

本

国

憲

法

が

保

障

す

る

人

権

の

護

り

手

で

あ

先

崇

拝

の

宗

教

行

事

で

も

一

番

大

切

な

お

盆

の

最

終

日

だ

っ

た

。

民

間

の

会

社

は

ほ

と

ん

ど

休

日

で

、

最

近

ま

で

市

町

村

役

場

も

休

み

だ

っ

た

。

沖

縄

県

民

の

多

く

が

祖

先

の

霊

を

祭

っ

た

家

に

集

ま

り

、

供

え

物

を

し

て

祖

先

に

家

族

の

健

康

や

幸

せ

を

願

う

の

で

あ

る

。

今

年

は

、

最

高

裁

判

決

に

怒

り

、

県

民

投

票

の

成

功

を

願

う

人

も

多

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

、つ今

、

沖

縄

は

県

民

投

票

一

色

で

あ

る

。

沖

縄

県

を

は

じ

め

県

下

五

十

三

市

町

村

が

一

生

懸

命

に

県

民

投

票

の

宣

伝

を

行

な

っ

て

い

る

。

沖縄か
沖縄がかわれば、

卜
アジア・太平洋がかわる

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄判スト教平和センタ—気付

TEL 098(898)6628 

F A.X 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249

「

沖

縄

か

ら

」

「

沖

縄

ボ

イ

ス

」

編

集

委

員伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

報
告
⑱

る

べ

き

最

高

裁

判

所

が

戦

後

五

十

一

年

以

上

も

不

当

な

米

軍

基

地

に

苦

し

め

ら

れ

て

き

た

沖

縄

県

民

の

現

実

を

不

問

に

し

た

一

瞬

で

あ

っ

た

C
)

最

高

裁

判

決

に

か

す

か

な

期

待

を

持

っ

て

沖

縄

で

の

実

況

テ

レ

ビ

報

道

番

組

を

観

て

い

た

多

く

の

沖

縄

県

民

が

最

商

裁

へ

の

失

望

と

同

時

に

沖

縄

差

別

に

対

す

る

怒

り

を

覚

え

た

（

）

「

県

民

の

長

年

に

わ

た

る

切

実

な

願

い

、

声

は

届

か

な

か

っ

た

。

今

の

日

本

の

民

主

政

治

の

実

情

を

そ

の

ま

ま

示

し

て

い

る

と

考

え

る

。

商

裁

も

最

高

裁

も

基

地

の

実

態

、

県

民

の

声

を

じ

か

に

見

聞

き

し

て

い

な

い

。

証

人

の

証

言

も

ほ

と

ん

ど

聞

か

な

い

ま

ま

現

行

の

法

令

の

適

合

性

に

つ

い

て

だ

け

、

判

決

を

下

し

て

い

る

。

（

沖

縄

の

痛

み

を

）

司

法

の

場

で

は

問

題

に

し

な

い

こ

と

を

あ

ら

た

め

て

痛

感

さ

せ

ら

れ

た

の

が

率

直

な

気

持

ち

だ

」

と

大

田

沖

縄

県

知

事

は

記

者

会

見

で

述

べ

た

が

、

多

く

の

県

民

の

気

持

ち

も

同

様

だ

ろ

う

。

地

元

紙

の

沖

縄

タ

イ

ム

ス

は

県

内

五

十

三

市

町

村

の

最

高

裁

判

決

に

対

す

る

コ

メ

ン

ト

を

翌

日

の

朝

刊

に

載

せ

て

い

る

。

四

十

名

の

市

町

村

長

が

怒

り

さ

え

巴

見

え

る

等

と

最

高

裁

判

決

を

批

判

し

た

。

最

高

裁

判

決

に

従

う

べ

き

と

し

た

の

は

四

市

町

村

長

（

浦

添

市

長

、

勝

連

町

長

、

城

辺

町

長

、

下

地

町

長

）

だ

け

で

あ

り

、

残

り

の

十

市

町

村

長

は

判

県

内

の

道

路

の

あ

ち

こ

ち

に

「

9月

8日
は

全

国

初

の

県

民

投

票

で

す

」

と

の

横

断

幕

や

の

ぽ

り

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る

。

八

月

二

十

九

日

に

告

示

さ

れ

て

お

り

、

こ

の

号

が

手

元

に

届

く

こ

ろ

に

は

、

投

票

結

果

は

知

ら

れ

て

い

る

だ

ろ

う

。

沖

縄

の

米

軍

基

地

を

問

う

県

民

投

票

は

、

前

号

で

述

べ

た

よ

う

に

連

合

沖

縄

が

条

例

制

定

請

求

を

行

な

い

、

県

知

事

が

六

月

の

臨

時

議

会

に

提

案

し

て

成

立

し

た

も

の

で

あ

る

。
県

民

投

票

が

近

付

く

に

つ

れ

て

、

沖

縄

県

や

各

市

町

村

が

行

な

っ

て

い

る

県

民

投

票

の

頻

繁

な

参

加

よ

び

か

け

に

、

静

観

を

決

め

て

い

た

幾

つ

か

の

県

内

団

体

が

米

軍

基

地

が

返

還

さ

れ

る

こ

と

を

恐

れ

て

「

棄

権

」

を

打

ち

出

し

て

き

た

。

八

月

十

五

日

、

基

地

内

従

業

員

（

六

千

名

余

）

県

民

投

票

に

む

け

て

多

く

の

団

体

が

、

多

様

な

県
民
投
票
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み

決

へ

の

コ

メ

ン

ト

を

さ

け

た

。

今

回

の

最

高

裁

判

決

が

沖

縄

県

民

の

期

待

を

裏

切

っ

た

判

決

で

あ

る

こ

と

が

よ

く

わ

か

る

。

と

こ

ろ

で

、

梶

山

官

房

長

官

は

「

政

府

の

判

断

は

正

し

か

っ

た

」

と

政

府

コ

メ

ン

ト

を

発

表

し

た

。

政

府

は

今

後

は

大

田

知

事

に

最

高

裁

判

決

を

尊

重

す

る

こ

と

を

求

め

、

来

年

五

月

十

五

日

に

期

限

切

れ

を

迎

え

る

契

約

拒

否

地

主

約

三

千

名

の

土

地

の

強

制

使

用

手

続

き

へ

の

迅

速

な

対

処

を

求

め

る

だ

ろ

う

。

具

体

的

に

は

、

代

理

署

名

拒

否

訴

訟

に

続

い

て

、

大

田

知

事

の

公

告

縦

覧

の

代

行

拒

否

に

対

し

て

国

が

知

事

を

訴

え

た

職

務

命

令

訴

訟

で

国

勝

訴

の

高

裁

判

決

が

出

た

時

点

で

、

国

は

大

田

知

事

に

代

行

を

命

じ

る

高

裁

判

決

に

従

う

こ

と

を

求

め

て

く

る

。

し

か

し

、

市

町

村

長

の

コ

メ

ン

ト

以

上

に

沖

縄

県

民

の

最

高

裁

判

決

に

対

す

る

怒

り

は

大

き

い

。

そ

の

怒

り

は

静

か

に

、

九

月

八

日

の

県

民

投

票

に

向

か

っ

て

い

る

。

基

地

の

整

理

縮

小

を

求

め

る

県

民

投

票

が

圧

倒

的

に

成

功

す

れ

ば

、

大

田

知

事

が

最

高

裁

判

決

に

従

う

理

由

も

余

地

も

少

な

く

な

る

。

実

は

、

今

年

の

八

月

二

十

八

日

は

沖

縄

に

と

っ

て

特

別

な

日

だ

っ

た

。

旧

暦

の

七

月

十

五

日

で

祖

が

加

入

す

る

全

駐

労

沖

縄

地

区

本

部

は

県

民

投

票

の

成

功

を

取

り

組

ん

で

い

る

が

、

県

民

投

票

に

雇

用

不

安

を

持

つ

非

組

合

員

約

三

十

名

を

中

心

に

米

軍

基

地

の

存

続

を

求

め

県

民

投

票

の

棄

権

を

呼

び

か

け

る

第

一

一

組

合

結

成

集

会

を

持

っ

た

。

さ

ら

に

、

ほ

と

ん

ど

の

軍

用

地

主

が

加

入

す

る

軍

用

地

主

等

地

主

連

合

会

が

告

示

日

の

八

月

二

十

九

日

緊

急

会

議

を

開

き

、

実

質

棄

権

の

含

み

を

も

つ

静

観

す

る

方

針

を

決

め

た

。

し

か

し

、

同

日

午

後

に

読

谷

村

か

ら

「

象

の

檻

」

や

普

天

間

飛

行

場

の

ヘ

リ

ポ

ー

ト

、

ブ

ル

ー

ビ

ー

チ

代

替

施

設

な

ど

多

く

の

施

設

移

設

候

補

地

と

さ

れ

て

い

る

金

武

町

の

軍

用

地

主

会

は

キ

ャ

ン

プ

ハ

ン

セ

ン

海

兵

隊

基

地

か

ら

の

様

々

な

被

害

が

集

中

し

て

い

る

こ

と

を

あ

げ

て

、

自

由

意

志

で

の

投

票

を

決

め

た

。

こ

の

よ

う

な

中

、

自

民

党

沖

縄

県

連

は

八

月

二

十

六

日

に

議

員

総

会

を

開

き

、

県

民

投

票

の

棄

権

を

県

民

に

呼

か

け

る

こ

と

を

決

定

し

、

記

者

会

見

し

た

。

発

表

と

同

時

に

多

く

の

県

民

か

ら

抗

議

の

電

話

が

自

民

党

某

連

に

殺

到

し

、

数

日

後

に

自

民

党

沖

縄

県

連

は

棄

権

呼

び

か

け

決

定

を

撤

回

し

た

。

こ

の

よ

う

な

動

き

は

、

人

々

が

基

地

の

整

理

縮

小

、

撤

去

が

現

実

的

な

も

の

に

な

っ

て

い

る

か

ら

に

他

な

ら

な

い

。

怒
り
は
静
か
に
九
月
八
日
に
向
か
っ
て
い
る
。

7
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沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
朝
日
新
聞
に
よ
る
県
民
投
票

世
論
調
査
が
直
前
の
九
月
四
日
に
発
表
さ
れ
た
。

「
必
ず
行
く
」
が
六
十
九
％
、
「
で
き
れ
ば
行
く
」

二
十
一
％
、
「
行
か
な
い
」
七
％
。
基
地
の
整
理

縮
小
、
地
位
協
定
見
直
し
へ
の
賛
成
は
七
十
七
％

世
論
調
査
は
関
心
の
高
さ
を
示
す

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道

さ
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る
。
前
号
で
紹
介
し
た
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
の
ス
ポ
ッ
ト
宣
伝
が
加
わ
り
沖

縄
が
県
民
投
票
に
向
か
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

八
月
十
四
日
宜
野
湾
市
、
宮
古
で
推
進
協
議
会

結
成
。
両
方
と
も
市
長
が
議
長
。
那
覇
市
長
が
街

頭
で
県
民
投
票
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
チ
ラ
シ
配

布。八
月
十
五
日
県
民
投
票
を
考
え
る
女
性
議
員

ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
が
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
た
。
県

民
投
票
の
成
功
の
た
め
に
県
内
全
市
町
村
を
駆
け

回
る
「
平
和
の
タ
ス
キ
」
リ
レ
ー
出
発
式
が
平

和
の
礎
（
い
し
じ
）
で
行
な
わ
れ
た
。
八
月
十

六
日
「
平
和
の
タ
ス
キ
」
リ
レ
ー
が
辺
土
岬
、
与

那
国
か
ら
ス
タ
ー
ト
県
内
全
市
町
村
を
駆
け
回
っ

た。八
月
十
九
日
那
覇
市
が
県
民
投
票
推
進
大
会
C

)

宮
古
島
で
「
県
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
模
擬
投
票
を
実
施
し
贄
成
九
七
・

四
％
。
沖
縄
市
で
県
民
投
票
推
進
協
が
結
成
さ
れ

る？八
月
二
十
三
日
「
平
和
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
が

離
島
を
含
め
県
内
全
市
町
村
約
二
千
キ
ロ
の
道
の

り
を
八
日
で
駆
け
回
り
那
覇
市
に
到
着
し
た
。
宮

古
で
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
な
わ
れ
た
。

八
月
二
十
四
日
読
谷
村
で
「
県
民
投
票
を
成
功

さ
せ
る
村
民
総
決
起
大
会
下
面
祉
g
さ
れ
た
。
八
月

二
十
五
日
名
護
市
で
は
朝
市
で
特
産
品
を
ピ
ー

具
志
川
市
と
石
川
市
で
市
長
先
頭
に
県
民
投
票
よ

び
か
け
チ
ラ
シ
を
配
布
。
那
覇
市
は
「
象
の
檻
」

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
「
子
象
の
檻
」
を
繁
華
街
に
設
置

し
て
八
日
ま
で
模
擬
投
票
を
開
始
し
た
。

九
月
三
日
「
県
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
県
民
大

会
」
に
約
五
千
人
が
参
加
し
デ
モ
行
進
。
宮
古
、

八
重
山
で
郡
民
総
決
起
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ

た。九
月
四
日
県
内
五
十
一
一
の
高
校
で
高
校
生
に
よ

る
模
擬
県
民
投
票
が
開
始
さ
れ
た
。
沖
縄
市
市
民

平
和
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
県
民
投
票
へ
の
参
加
を
よ

び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
。
石
川
市
で
「
二
十
一

世
紀
の
沖
縄
を
問
う
講
演
会
」
。

県
民
投
票
へ
の
参
加
と
基
地
整
理
縮
小
に
賛
成

の
投
票
を
呼
び
か
け
る
地
元
一
一
紙
へ
の
全
面
広
告

も
始
ま
っ
た
゜
九
月
二
日
（
安
保
破
棄
・
中
央
実

行
委
員
会
）
見
開
き
二
面
、
（
全
国
商
工
団
体
連
合

会
）
、
三
日
（
全
労
連
）
、
四
日
（
全
逓
沖
縄
地
区

本
部
）
、
五
日
（
連
合
沖
縄
、
神
奈
川
県
統
一
促
進

会
議
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
近
畿
の
会
な
ど
）
計

六
面
な
ど
投
票
日
ま
で
続
い
て
い
く
。

ア
ー
ル
し
な
が
ら
県
民
投
票
の
チ
ラ
シ
配
り
。
佐

敷
町
で
県
民
投
票
の
講
演
と
芸
能
の
タ
ベ
、
八
重

山
で
「
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
i
n
石
垣
島
」
（
）

八
月
二
十
八
日
具
民
投
票
推
進
協
が
記
者
会
見

し
、
最
底
裁
判
決
を
批
判
し
な
が
ら
県
民
投
票
で

県
民
意
志
を
明
確
に
す
る
重
要
性
を
訴
え
た
。
具

志
川
市
で
「
某
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
市
民
総
決

起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

八
月
二
十
九
日
県
民
投
票
告
示
。
那
覇
市
推
進

協
は
、
最
高
裁
判
決
を
批
判
し
て
約
一
二
百
名
の
県

民
投
票
出
陣
式
を
行
っ
た
。
県
民
投
票
推
進
協
は

最
高
裁
判
決
抗
議
集
会
を
那
覇
市
で
開
催
。
宮
古

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
最
商
裁
判
決
に
抗
議
し
県

民
投
票
参
加
を
呼
び
掛
け
る
緊
急
ア
ピ
ー
ル
。

八
月
三
十
日
連
合
沖
縄
中
部
地
協
「
県
民
投
票

を
成
功
さ
せ
る
総
決
起
焦
会
」
を
沖
縄
市
で
開

催
゜
那
覇
市
で
は
「
県
民
投
票
の
成
功
を
め
ざ
す

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
街
頭
で
行
な
わ
れ
た
L
)

八
月
三
十
一
日
県
内
六
大
学
の
学
生
が
、
宜
野

湾
市
で
吉
元
副
知
事
を
ゲ
ス
ト
に
県
民
投
票
と
沖

縄
の
未
来
に
つ
い
て
語
る
討
論
会
を
開
催
し
た
。

那
覇
市
で
は
街
頭
で
模
擬
投
票
が
行
な
わ
れ
、
浦

添
市
で
は
「
沖
縄
・
ニ
十
一
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
て
若
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

た。九
月
一
日
「
県
民
投
票
を
成
功
さ
せ
る
青
年
集

会
」
が
那
覇
市
で
開
か
れ
た
。
約
千
名
の
参
加
者

が
行
な
っ
た
模
擬
投
票
で
は
九
百
九
十
名
が
賛
成

に（
I

)

（
マ
ル
）
を
つ
け
た
。
那
覇
市
で
沖
縄
の
未
来

と
七
十
八
％
。
単
純
に
掛
け
る
と
全
有
権
者
の
五

+
―
―
一
％
以
上
が
賛
成
の
投
票
を
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
沖
縄
の
雰
囲
気
は
、
盛
り
上
が
り
つ
つ

あ
る
。
投
票
率
の
高
低
は
沖
縄
県
知
事
の
今
後
の

対
応
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
日
本
政
府
は
、
表
向
き
は
静
観
し
な
が
ら
投

票
率
が
高
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

農
民
投
票
後
の
基
地
問
題

昨
年
か
ら
の
大
田
知
事
の
代
理
署
名
拒
否
は
橋

本
首
相
の
署
名
と
八
月
一
一
十
八
日
の
最
高
裁
判
決

で
決
着
し
た
が
、
同
じ
く
大
田
知
事
が
拒
否
し
て

い
る
公
告
縦
覧
代
行
に
対
す
る
国
勝
訴
の
高
裁
判

決
が
九
月
中
に
出
る
可
能
性
が
あ
り
、
大
田
知
事

に
対
す
る
国
な
ど
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。

日
本
の
米
軍
基
地
擁
護
派
は
日
米
安
保
の
危
機

と
深
刻
に
捉
え
て
お
り
、
特
別
立
法
を
ち
ら
つ
か

せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
沖
縄
県
民
の
ほ
と
ん
ど
は

特
別
立
法
に
は
反
対
だ
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
維

持
す
る
た
め
政
府
が
力
ず
く
で
特
別
立
法
を
強
行

す
れ
ば
、
憲
法
に
し
た
が
っ
て
特
別
立
法
の
是
非

を
問
う
県
民
投
票
を
セ
ッ
ト
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。日
米
両
政
府
が
合
意
し
た
基
地
返
還
や
演
習
移

転
の
実
施
は
移
転
先
や
移
設
先
の
合
意
が
得
ら
れ

ず、

S
A
C
o
（
日
米
特
別
行
動
委
員
会
）
が
九

月
中
に
県
民
の
納
得
の
い
く
結
論
を
出
せ
る
状
況

に
な
い
。

し
か
し
、
日
本
政
府
や
自
民
党
な
ど
と
の
関
係

を
決
定
的
に
こ
じ
ら
す
こ
と
な
く
基
地
の
整
理
縮

小
を
了
解
さ
せ
て
、
軍
用
地
跡
地
利
用
を
沖
縄
発

展
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
沖
縄
県
サ
イ
ド
は
考
え

て
い
る
。

県
民
投
票
が
示
す
で
あ
ろ
う
基
地
の
整
理
縮
小

を
求
め
る
県
民
の
声
を
バ
ッ
ク
に
、
二
万
八
千
人

の
契
約
地
主
や
約
八
千
名
も
の
基
地
に
働
く
基
地

従
業
員
の
存
在
、
県
内
移
設
に
対
す
る
住
民
の
激

し
い
抵
抗
等
、
大
田
知
事
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

選
択
も
苦
渋
の
選
択
と
な
る
に
違
い
な
い
。

私
は
、
公
告
縦
覧
に
つ
い
て
も
拒
否
し
続
け
て

上
告
し
て
争
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
最
高
裁
の
裁
判
官
達
に
も
沖
縄
の
基
地
問
題

の
本
質
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
だ
。

代
理
署
名
拒
否
裁
判
で
裁
判
官
十
五
名
全
員
が

一
致
し
た
最
高
裁
判
決
は
、
一
般
的
良
識
か
ら
大

き
く
外
れ
て
い
る
。
多
く
の
主
な
マ
ス
コ
ミ
も
、

朝
日
新
聞
「
最
高
裁
も
沖
縄
を
拒
ん
だ
」
、
毎
日
新

聞
「
基
地
集
中
の
実
態
に
冷
淡
だ
」
、
北
海
道
新
聞

「
沖
縄
差
別
に
目
を
つ
ぶ
っ
た
司
法
」
、
中
国
新
聞

「
司
法
は
沖
縄
の
心
に
こ
た
え
た
か
」
と
手
厳
し

く
批
判
し
て
い
る
。
何
度
で
も
沖
縄
の
米
軍
基
地

問
題
を
最
高
裁
に
上
告
す
べ
き
だ
。

沖
縄
の
声
を
出
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

。

（

九

月

四

日

記

）

宜
野
湾
市
で
県
民
投
票
市
民
集
会
。

を
開
く
女
性
の
会
が
約
百
五
十
名
の
参
加
で
県
民

投
票
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
名
護
市
で
「
沖

縄
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
が
開
か
れ
た
。
浦
添
市
で

聴
覚
障
害
者
へ
の
県
民
投
票
講
習
会
が
開
か
れ

た。九
月
二
日

子象のオリ；．

，
 

1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉124号） No.451996.8.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.45 1996.8.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉124号）
8
 



1矢臼別演習場 I
-- - 1 

八
月
二
八
日
、
「
沖
縄
代
理
署
名
訴
訟
」
の

上
告
審
で
、
沖
縄
県
の
上
告
を
棄
却
す
る
判

決
が
で
た
。
い
く
つ
か
の
新
聞
に
は
「
県
の

敗
訴
確
定
」
の
字
が
見
え
る
。
そ
の
数
日
前
、

某
公
共
放
送
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
は
こ
の
問
題

を
と
り
あ
げ
、
「
国
益
」
の
ハ
チ
マ
キ
を
し
め

た
橋
本
首
相
に
、
「
県
益
」
の
ハ
チ
マ
キ
を
し

め
た
大
田
知
事
を
対
峠
さ
せ
て
い
た
。

ち
ょ
っ
と
ち
が
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
私
は
心

の
中
で
叫
ん
で
い
た
。
と
い
う
の
も
、
米
軍

基
地
の
問
題
を
も
と
よ
り
「
利
益
」
な
ん
て

も
の
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
か
ら

だ
。
そ
し
て
ま
た
、
「
国
益
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
「
国
」
と
は
何
な
の
か
と
思
う
。

♦
 

教
科
書
通
り
、
国
土
と
国
民
と
主
権
の
三

要
素
を
も
つ
も
の
だ
と
い
う
の
な
ら
、
「
利

益
」
は
主
要
に
国
民
か
ら
出
て
く
る
も
の
だ

ろ
う
。
日
本
で
「
国
益
」
と
い
う
場
合
に
は
、

ま
ず
国
が
前
提
で
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
利
益

を
押
し
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ヤ
な
感
じ
が

つ
き
ま
と
う
。
：
そ
れ
を
沖
縄
県
の
利
益
と
対

比
さ
せ
る
な
ん
て
ま
す
ま
す
ウ
サ
ン
臭
い
。

米
軍
の
訓
練
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
本
土
で
受

け
人
れ
る
自
治
体
な
ん
て
皆
無
だ
。
米
軍
基

地
の
あ
る
こ
と
で
生
じ
る
「
国
益
」
な
ん
て
、

メッセージ＆公開質問

民意無視の実弾演習移転
内定に抗議

沖
縄
だ
け
で
な
く
誰
だ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
も
の
で
は
な
い
か
。
◆
 

今
回
の
報
道
を
見
な
が
ら
思
い
出
し
た
こ
と

が
あ
る
。
十
年
ほ
ど
前
、
下
北
半
島
の
六
ヶ
所

村
に
行
っ
た
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
基
地
の
建
設

を
め
ぐ
っ
て
村
は
ま
っ
ぷ
た
つ
。
私
の
目
の
前

で
小
競
り
合
い
も
あ
っ
た
。
憎
し
み
を
ぶ
つ
け

あ
う
村
の
人
た
ち
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
本

当
に
対
立
し
て
い
る
の
は
都
会
と
六
ヶ
所
村
な

の
に
と
痛
切
に
思
っ
た
。
こ
こ
の
人
た
ち
を
こ

ん
な
に
対
立
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

迷
惑
で
や
っ
か
い
な
問
題
を
田
舎
に
押
し
つ

け
、
都
会
の
人
間
は
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
な

と
居
心
地
が
悪
か
っ
た
。
沖
縄
に
つ
い
て
も
そ

う
思
う
。
判
決
が
出
た
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は

沖
縄
に
飛
び
、
沖
縄
の
人
々
に
マ
イ
ク
を
向
け

た
。
そ
し
て
報
道
す
る
の
は
、
沖
縄
の
人
た
ち

に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
、
立
場
が
あ
り
、
対
立

だ
っ
て
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
。
マ
ス
コ
ミ
は

「
公
平
を
期
す
る
」
あ
ま
り
に
「
い
ろ
い
ろ
な
意

見
」
、
「
意
見
の
ち
が
い
」
を
強
調
し
す
ぎ
て
は

い
ま
い
か
。
ち
が
い
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
。

対
立
も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
本
土
の

私
た
ち
が
こ
れ
を
ど
う
う
け
と
め
る
か
と
い
う

こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
本
土
の
私
た
ち
の
無
関
心

’□l 
マイクを向けなきゃ

いけないのは

本土の私たち
なのに
一

こ
そ
と
り
あ
げ
る
べ
き
な
の
に
。

♦
 

も
う
沖
縄
の
人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

や
め
に
し
て
、
ど
ん
ど
ん
本
土
の
、
し
か
も
都

会
の
人
間
に
「
ど
う
な
の
」
「
あ
な
た
は
ど
う
屈

う
の
」
と
き
く
べ
き
だ
。
日
本
の
一
人
一
人
が
、

日
米
安
保
と
米
軍
基
地
の
問
題
を
考
え
て
こ

そ
、
沖
縄
の
問
題
は
解
決
に
向
か
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
（
リ
ボ
ン
の
騎
士
）

今月のひとこと 」

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

麟は、 7月31日、沖縄の県道越え実弾射撃訓練の本土移 ： 
転候補地として5ケ所の候補地を内定し、8月1日より関係自 ： 
治体への説明作業に入った。

輝の沖縄における少女暴行事件以来俄に実現実を帯びたこ ： 
の実弾射撃訓練の移転問題に対して、早い時期から候補地に挙 ： 
げられていた各演習場の自治体及び住民に対して、その間政府 ： 
からは何の情報や説明もなく、住民は不安と疑心暗鬼に苛まれ ： 

! H出生台演習引ー 一 た数か月を過ごして参りました。 ： 
この度、正式に政府より発表があり、懸念してい事態が生起 ： 

： したことに強い憤りと、この様な政治手法への不快感が沸いています。 ・
： 繹は住民の理解を得たい、と言いながら何の事前説明の努力もせず、行政レベルでの国民の目に見 ： 
； えない所での作業に終始し、最終的結論を国民に押しつけ、一時的な反発があっても時の経過を待って ； 
： ウヤムヤのうちに既成事実化する、という従来の手法しか取り得ない、民意無視と従来手法への盲信的 ： 
： 呪縛から脱却できない無能さと、政治家としてのコンセンサスの構築努力を怠る無責任極まり無い姿勢 ： 
： に更なる憤りが沸いて来ております。
： 米軍基地イコール安保条約と結び付け、その構圏を持って国民の思考力を停止するやり方はもはや通 ： 
： 用しないことを認識すべき時期にきていることに気付かない。
： 国民にとって基地問題は、生活環境の破壊に直結する環境問題に転化しているのである。沖縄の声は、 ： 
： まさにその代表的なシンボルであることに気付いていない。
： この度の政府発表は、 5候補地のみならず、沖縄を含め本土内の既存の米軍基地においても、米軍基 ： 
： 地が抱えている諸問題が噴出し、近隣住民を中心とした国民的議論を呼び起こす点火剤となるであろう。 ： 
： 政府はアメリカ政府との交渉や意向の汲み取りには、ことのほか熱心であるが、わが国民への説明や、 ： 
； 民意の汲み取りにはトンと努力を払わない。
： わが国は、民主主義を標榜しているが、まだ上意下達の思考が生き残っている政治的発展途上国であ ： 
： ることを痛感する 自己の脳裏に仮想敵国の影を祭り上げ、米国の軍事力に依存しなければ国家の危 ： 
： 機が訪れるが如き妄想から脱却すべきである。国家の平和は、まず自国の絶えまざる努力と国民の信頼 ： 
： 感を基盤に支えられるものである。平和を脅かす敵は外部にあらず。
： 貴殿は、この度の実弾演習移転及び米軍基地移転問題のかかる状況を如何ように認識されているか、 ： 
： 御意見を伺いたい。誠意あるご解答をお待ちしております。
なお、解答の有無及び解答の内容は当ネットワークを通じて公表する予定である事を御承知下さい。 ・
： 以上。

： 「米軍基地と日本をどうする」全国NET
： 東日本地区世話人代表門屋信行 〒410-12静岡県裾野市須山 2255-3218 : 

TEL/FAX0559・98・2225 

： 西日本地区世話人代表佐藤晶 〒879-51大分県由布院町岳本 ： 
TEL0977-84-2963/F AX0977-84-2953 • 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
*「全国ネット」 I~虹討眈＇地の住民グループが7 月 24 日に結成したネットワークです。（編集部）
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ボ

ら
セ
か
サ． ． ． ． 
．
 

i

「

事

件

」

．
 
．
 
．
 
．
 

~
七
月
十
六
日
未
明
に
起
き
た
米
兵
に
よ
る
強

．
 

t
盆
殺
人
未
遂
事
件
か
ら
一
ヶ
月
、
佐
世
保
の
街

~
は
事
件
前
と
何
―
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

．
 

．
 見
え
る
。

．
 

・
事
件
直
後
に
は
「
夜
の
一
人
歩
き
は
怖
い
」

．
 
．
 

一
と
い
う
声
も
数
多
く
聞
か
れ
た
が
、
夏
の
宵
、

て
街
に
は
若
い
女
性
の
姿
が
あ
ふ
れ
事
件
の
影
な

．
 

~
ど
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
いL

)

．
 

＂
米
軍
・
市
・
商
工
会
議
所
で
実
行
委
員
会
を

？
作
り
、
毎
年
基
地
内
で
催
さ
れ
る
「
西
海
ア
メ

．
 

~
リ
カ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
通
称
「
ア
メ
フ
ェ

・
ス
」
は
今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
た
が
、
八
月

．
 
．
 

~
三
、
四
日
の
両
日
、
基
地
内
は
例
年
ど
お
り
二

・
十
万
人
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

......................................................................... 

罪
七
月
十
六
日
に
起
き
た
、
米
艦
マ
ク
ラ
ス
キ
ー
乗
組

員
に
よ
る
強
盗
殺
人
未
遂
事
件
。
こ
こ
で
も
犯
罪
の

nJ刃
は
力
弱
き
女
性
に
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
町
も
ま

た
、
沖
縄
と
変
わ
ら
ぬ
現
実
の
中
に
あ
る
こ
と
を
示

xり
丘
＾
し
た
こ
の
事
件
だ
が
、
そ
の
背
景
や
本
質
は
ほ
と
ん

米
ど
問
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

在
日
米
軍
基
地
を
抱
え
る
街
の
中
で
も
、
最

も
親
米
的
（
何
し
ろ
「
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ

そ
、
米
軍
と
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
」
と
米
軍
と

ソ
フ
ト
の
親
善
試
合
を
し
た
チ
ー
ム
も
あ
る
＜

ら
い
な
の
だ
）
と
さ
れ
る
佐
世
保
で
「
反
基
地
」

を
訴
え
て
い
く
こ
と
の
困
難
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
こ
の
頃
だ
が
、
事
件
の
経
過
と
私
た
ち

市
民
グ
ル
ー
プ
の
抗
議
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
い
）

．
 

こ
の
事
件
の
第
一
報
を
、
私
は
十
六
日
早
朝

の
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
。
「
佐
世
保

の
島
の
瀬
市
営
駐
車
場
で
、
今
日
午
前
一
時
頃

若
い
女
性
が
襲
わ
れ
、
の
ど
を
切
ら
れ
て
バ
ッ

は
町
を
変
え
た
か
？

宮
野
由
美
子

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
ぼ

グ
を
奪
わ
れ
た
」
と
い
う
簡
単
な
報
道
だ
っ
た

が
、
私
は
す
ぐ
に
「
米
兵
の
犯
行
に
ち
が
い
な

い
」
と
感
じ
た
。
羽
交
い
締
め
に
し
、
の
ど
を

掻
き
切
る
手
口
は
映
画
「
ラ
ン
ボ
ー
」
を
想
起

さ
せ
、
犯
人
は
日
本
人
で
は
な
い
と
い
う
確
信

が
あ
っ
た
。

午
後
に
入
っ
て
、
新
聞
社
か
ら
「
犯
人
は
ア

メ
リ
カ
兵
ら
し
い
」
と
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ

た
が
、
私
は
「
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
答

えた。）

．
 

佐
世
保
で
は
昨
夏
も
米
兵
に
よ
る
殺
人
未
遂

事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
同
棲
中
の
日
本
人
女
性
か
ら
別
れ

話
を
持
ち
出
さ
れ
た
二
十
オ
の
米
兵
が
相
手
の

女
性
の
首
を
絞
め
た
と
い
う
も
の
で
、
被
害
者

の
女
性
は
現
在
も
車
椅
子
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
社
会
復
帰
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
件
は
、
男
女
関
係
の
も
つ
れ
と
報
道
さ
れ
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
な
扱
い
は
さ
れ
な
か
っ
た

し
、
政
党
や
市
民
団
体
、
女
性
グ
ル
ー
プ
か
ら

も
抗
議
の
声
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

~
そ
の
後
に
起
き
た
沖
縄
の
少
女
暴
行
事
件
九
日
佐
世
保
市
民
の
会
」
の
デ
モ
は
、
こ
の
日
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
昨
秋
か
ら

・
が
、
広
範
な
沖
縄
県
民
の
抗
議
に
よ
っ
て
基
地
二
十
五
人
に
も
膨
ら
ん
だ
。
ビ
ラ
を
受
け
取
る
続
い
て
い
る
沖
縄
県
民
の
反
基
地
運
動
の
成
果

．
 

~
の
縮
小
・
撤
去
に
向
け
て
の
大
き
な
運
動
へ
と
市
民
の
反
応
も
良
く
、
五
百
枚
の
ビ
ラ
は
す
ぐ
で
あ
る
し
、
「
佐
世
保
を
第
二
の
沖
縄
に
し
な

．
 

：

発

展

し

、

現

在

も

続

い

て

い

る

の

と

は

対

称

的

に

な

く

な

っ

た

。

い

よ

う

に

」

と

い

う

日

本

と

米

国

の

思

惑

が

働

．

で

あ

る

。

こ

の

前

日

の

十

八

日

に

は

社

民

党

の

女

性

市

い

た

た

め

で

も

あ

る

。

．
 
．
 

●

●

議

M
さ

ん

よ

り

「

女

た

ち

で

抗

議

の

声

を

上

げ

●

＂
「
人
を
殺
す
た
め
の
訓
練
を
日
常
的
に
続
け
、
よ
う
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
「
基
地
犯
罪
を
許
さ
今
回
結
成
さ
れ
た
「
基
地
犯
罪
を
許
さ
な
い

？
徹
底
し
た
階
級
社
会
で
あ
る
軍
隊
の
中
で
人
間
な
い
女
た
ち
の
会
」
を
結
成
。
こ
の
会
で
二
十
女
た
ち
の
会
」
も
沖
縄
の
「
軍
隊
・
基
地
を
許

．
 

t
性
を
奪
わ
れ
た
若
者
が
暴
力
に
走
る
の
は
当
然
一
日
事
件
現
場
横
の
商
店
街
で
「
私
た
ち
は
安
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
」
の
よ
う
に
基

~
の
こ
と
だ
」
。
こ
の
認
識
が
昨
夏
の
私
た
ち
に
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
望
ん
で
い
る
」
の
ビ
ラ
地
撤
去
に
向
け
て
の
原
動
力
に
な
り
得
る
可
能

．
 

~
は
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
一
千
枚
を
配
布
。
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

0

去
年
の
事
件
に
強
く
抗
議
を
し
て
い
れ
ば
、
ま
た
、
二
十
六
日
に
は
前
記
M
市
議
の
呼
び
二
十
六
日
の
集
会
参
加
者
の
中
に
は
今
回
の

．
 

一
今
回
の
事
件
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
…
と
い
か
け
に
よ
り
女
た
ち
だ
け
の
集
会
を
開
催
。
思
事
件
を
「
基
地
が
あ
る
ゆ
え
の
犯
罪
」
と
と
ら

~
う
苦
い
思
い
も
私
に
は
あ
っ
た
。
想
・
信
条
を
越
え
た
二
百
人
の
女
た
ち
が
集
ま
え
る
よ
り
「
米
兵
個
人
の
資
質
の
問
題
」
と
し

＂
そ
れ
に
、
佐
世
保
一
番
の
繁
華
街
で
起
き
た
り
「
力
の
弱
い
女
性
が
犯
罪
の
犠
牲
に
な
っ
た
た
人
が
多
く
い
た
し
、
「
事
件
に
は
抗
議
す
る

．
 

~
今
回
の
事
件
は
「
誰
も
が
被
害
者
に
な
る
可
能
こ
と
へ
の
怒
り
」
と
「
一
、
事
件
の
徹
底
究
明
が
、
基
地
撤
去
と
は
別
問
題
」
と
す
る
人
も
多

な
江
」
を
示
し
て
い
る
の
だ
。
と
に
か
く
急
い
で
と
米
海
軍
と
し
て
の
厳
罰
処
置
。
一
、
被
害
者
く
い
た
か
ら
で
あ
る
。

：

抗

議

の

声

を

上

げ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

に

対

す

る

米

海

軍

の

心

か

ら

の

謝

罪

と

充

分

で

●

．
 

●

●

迅

速

な

補

償

。

一

、

事

件

の

再

発

防

止

の

た

め

、

事

件

後

、

こ

の

街

の

何

が

変

わ

り

、

何

が

変

．
 

＂
翌
十
七
日
、
佐
世
保
基
地
に
つ
い
て
の
学
習
綱
紀
粛
正
の
一
層
の
徹
底
と
警
備
体
制
の
強
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
？

．
 

~
会
に
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
女
性
市
議
H

さ
ん
化
」
を
求
め
て
デ
モ
を
行
っ
た
。
確
か
に
、
米
兵
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
増
え
、
若

．
 

，

に

連

絡

。

エ

ン

プ

ラ

入

港

以

来

、

二

十

八

年

間

●

い

兵

士

た

ち

は

門

限

ま

で

に

基

地

内

に

戻

ら

な

？
母
月
十
九
日
に
デ
モ
を
続
け
て
い
る
「
十
九
日
二
十
日
に
は
、
日
米
地
位
協
定
見
直
し
後
初
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
佐
世
保
市
民
の
会
」
の
定
例
デ
モ
に
合
わ
せ
め
て
、
起
訴
前
に
米
兵
が
日
本
側
に
引
弐
渡
さ
し
か
し
、
こ
の
街
の
米
軍
に
対
す
る
友
好
的

~
て
、
デ
モ
と
ビ
ラ
配
り
の
抗
議
行
動
を
計
画
。
れ
、
逮
捕
さ
れ
た

C

事
件
後
四
日
と
い
う
早
さ
な
市
民
感
情
は
少
し
も
変
わ
ら
な
い
し
、
前
に

2
収

女

は

、

女

性

グ

ル

ー

プ

や

育

児

グ

ル

ー

プ

に

だ

っ

た

。

も

増

し

て

友

好

的

で

あ

る

よ

う

に

さ

え

思

え

~
呼
び
か
け
、
毎
月
十
人
前
後
で
し
か
な
い
「
十
し
か
し
、
こ
の
逮
捕
は
私
た
ち
の
抗
議
行
動
る
。
◆
◆

．
 

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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ン
ハ
ン
）
さ
ん
、
沖
縄
の
新
垣
重
雄
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
米
軍
基
地
の
縮

小
撤
廃
運
動
の
最
前
線
の
現
場
か
ら
の
発
言
と

し
て
聴
衆
の
胸
に
深
く
響
い
た
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
第
一
一
部
の
議
論
を
お
伝
え
す
る
。

【
沖
繹
ー
岩
国
ー
ヒ
ロ
シ
マ
】

視
点
の
変
化
で
広
が
る

韓
国
の
基
地
反
対
運
動

最
初
に
提
起
に
立
っ
た
金
容
漢
さ
ん
は
、
龍

山
（
ヨ
ン
サ
ン
）
米
軍
基
地
の
平
澤
（
ピ
ョ
ン

テ
ク
）
移
転
に
決
死
反
対
す
る
市
民
の
集
い
の

議
長
だ
。
一
九
九
三
年
、
ソ
ウ
ル
・
ヨ
ン
サ
ン

米
軍
基
地
の
平
澤
へ
の
移
転
が
報
道
さ
れ
、
住

馨
動
の
指
辱
者
と
し
て
三
年
間
闘
い
続
け
移

転
を
阻
止
し
た
。
す
る
と
、
反
対
に
ソ
ウ
ル
で

移
転
推
進
運
動
が
始
ま
っ
た
。
両
者
の
動
き
を

住
民
エ
ゴ
の
対
立
か
ら
止
揚
し
、
米
軍
基
地
返

還
運
動
へ
と
転
換
さ
せ
た
。

米
韓
相
互
防
衛
条
約
で
は
、
米
国
は
韓
国
内

の
米
軍
基
地
を
「
無
期
限
に
」
使
用
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
金
さ
ん
た

ち
の
運
動
は
、
「
基
地
存
続
に
期
限
」
を
設
け
、

そ
れ
ま
で
は
米
国
が
「
賃
貸
料
」
を
支
払
う
よ

う
に
す
る
と
い
う
提
案
を
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

「
ヤ
ン
キ
ー
・
ゴ
ー
・
ホ
ー
ム
」
型
運
動
は
、
韓

韓国、沖縄とつなが

「平和の作り方」る

国
民
衆
に
は
北
朝
鮮
を
利
す
る
だ
け
だ
と
映
っ

て
い
た
。
今
回
の
提
案
は
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
感
情
に
も
合
致
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び

起
こ
し
た
の
だ
。

新
垣
重
雄
さ
ん
は
、
現
在
、
沖
縄
社
会
大
衆

党
委
員
長
で
あ
る
島
袋
宗
康
参
議
院
議
員
の
秘

書
を
務
め
て
い
る
。
沖
縄
問
題
11
基
地
問
題
で

あ
り
、
沖
縄
県
民
の
心
情
を
く
み
取
ら
な
い
ま

ま
行
わ
れ
た
復
帰
の
時
点
の
問
題
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

戦
時
中
、
石
垣
島
の
住
民
が
日
本
軍
の
命
令

で
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
疎
開
さ
せ
ら
れ
、
マ
ラ
リ
ヤ

の
た
め
に
一
二
五

0
0人
が
死
亡
し
た
事
件
が

あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
三
偉
円
の
慰
謝
事
業
を

実
施
し
た
が
、
国
家
責
任
を
回
避
し
た
ま
ま

だ
。
こ
れ
は
日
本
国
家
の
他
民
族
•
他
文
化
・

少
数
者
に
対
す
る
差
別
体
質
が
今
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
）

反
戦
地
王
の
抗
議
は
そ
の
市
町
村
の
首
長
を

動
か
し
、
首
長
た
ち
は
沖
縄
県
知
事
を
動
か
し

た
。
地
主
た
ち
の
「
蜂
の
一
刺
し
」
が
重
要

だ
っ
た
。
現
在
、
沖
縄
の
問
題
を
沖
縄
県
民
自
身
で
考

うすれる「広島らしさ」
に少し心配も

山田順二●ヒロシマの集い事務局

八
月
ー
一

• 

つの」

沖
縄
に
は
七
五
％
の

発
言
権
が
あ
る

【
は
じ
め
に
一
八
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
、

広
島
市
中
区
の
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
な
会

場
と
し
て
「
平
和
に
生
き
る
社
会
を
創
る
ビ
ロ

シ
マ
の
つ
ど
い
ー
一
九
九
六
」
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
同
実
行
委
員
会
、
参
加
者
数
は
二

日
間
を
通
し
て
約
二

0
0人
だ
っ
た
。
今
年
の

集
会
は
「
沖
縄
—
岩
国
＇
ー
ビ
ロ
シ
マ
i
『
核
の

傘
』
の
も
と
で
平
和
は
守
れ
る
か
」
と
題
し
、

基
地
問
題
と

C
T
B
T
に
焦
点
を
当
て
て
開
催

さ
れ
た
。

主
な
フ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
（
一
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
在
韓
被
爆
者
か
ら
み
た
被
爆
者
援
護
法
と

戦
後
五
一
年
（
講
師
・
豊
永
恵
三
郎
さ
ん
）
」
、

竺

3`

定
点
」

か
ら

●
地
域
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー

長
崎
、
岩
国
、
広
島

え
、
行
動
す
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
「
民
主
主
義
の
学
校
」
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
日
本
の
米
軍
基
地
の
七
五
％
を
抱

え
る
沖
縄
に
は
米
軍
基
地
問
題
に
関
し
て
七
五

％
の
発
言
力
を
も
っ
て
い
る
と
訴
え
た
。

市
民
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
長
崎
の
葛
西
よ
う

こ
さ
ん
は
一
市
民
と
し
て
の
感
覚
に
も
と
づ
く

運
動
を
一

0
年
続
け
て
き
た
。
現
在
は
「
原
爆

中
心
碑
撤
去
反
対
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
田
村
順
玄
さ
ん
は
、
岩
国
市
議
会
議
員
で

長
年
米
軍
岩
国
基
地
問
題
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
最
近
の
調
査
で
日
本
に
お
け
る
米
軍
の
低

空
飛
行
ル
ー
ト
八
本
中
六
本
ま
で
が
岩
国
を
起

点
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
岩
国
市
民

を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
六
i

七
割
が
基
地
の
存
在
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
と

の
結
果
が
出
た
と
い
う
。
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広

島
・
呉
・
岩
国
代
表
の
湯
浅
一
郎
さ
ん
は
、
「
安

保
再
定
義
」
と
は
「
戦
争
が
で
き
る
国
家
体

制
」
の
整
備
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。
沖
縄
か

ら
の
問
い
か
け
に
応
え
、
自
分
た
ち
自
身
の
地

域
の
運
動
と
し
て
、
岩
国
基
地
強
化
に
反
対
す

る
運
動
に
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
。
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●
反
核
実
験
、
反
原
発
ー
海
外
の
動
き

こ
の
他
、
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ボ

ブ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
さ
ん
〔
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
〕
、

ウ
ル
ス
ラ
・
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
さ
ん
〔
ド
イ

ツ
緑
の
党
国
会
議
員
〕
、
ア
チ
ン
・
バ
ナ
イ
ク
さ

ん
〔
イ
ン
ド
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
〕
が
発
言
し
た
。

核
実
験
へ
の
抗
議
行
動
の
紹
介
、
巻
町
の
住
民

投
票
結
果
を
知
っ
て
自
分
た
ち
の
反
原
発
運
動

が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
（
不
十

分
な
も
の
で
あ
っ
て
も
）

C
T
B
Tを
妥
結
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
た
。．
 

【
残
さ
れ
た
疑
問
と
課
題
】
発
―
―
-E

者
の
充
実

に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
の
集
会
の
参
加
者
数
は

昨
年
の
三
分
の
一
一
ま
で
に
減
少
し
た
。
こ
の
う

ち
広
島
の
地
元
か
ら
の
参
加
は
一
二
割
に
す
ぎ
な

い
。
「
全
国
集
会
」
を
意
識
す
る
た
め
に
余
所
か

ら
の
希
望
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
立
て
ら
れ
て

き
た
。
こ
の
こ
と
が
「
広
島
ら
し
さ
」
を
奪
い
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
と
活
力
を
削
ぐ
結
果
に

な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

発
言
内
容
の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を

よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
努
力
、
そ
し
て
魅

力
的
な
（
楽
し
い
）
企
画
の
創
造
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

S

◆
◆

い
う
コ
ピ
ー
も
捨
て
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
統
一
パ
ン
フ
の
裏
表
紙
に
使
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
市
民
平
和
宣
言
」

今
年
も
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
の
基
調
は
、
八
月

九
日
の
市
民
集
会
で
採
択
さ
れ
た
「
み
ん
な
で

読
も
う
1
・
ナ
ガ
サ
キ
市
民
平
和
宣
言
」
に
明
瞭

で
す
。
全
部
で
六
項
目
か
ら
成
り
少
し
長
い
の

で
部
分
的
に
紹
介
し
ま
す
。

・
 

？
、
や
っ
ぱ
り
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
！
~

~
霊
＇
和
は
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
る
~

・
 
了
も
の
だ
』
と
い
う
姿
勢
で
十
年
。
私
た
ち
~

・
 
こ
は
霊
＇
和
に
こ
だ
わ
っ
て
』
『
こ
り
ず
に
~

：
十
年
』
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
よ
う
~

．
 

：
ゃ
く
『
市
民
』
が
平
和
へ
の
発
言
の
場
を
~

．
 

｀
吋
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
『
ポ
ス
ト
~

：
五
0
年
』
と
い
う
新
た
な
時
代
の
出
発
~

．
 

宣
に
立
ち
、
改
め
て
私
た
ち
は
今
H

の
~

平
和
へ
の
課
題
と
取
り
組
み
の
姿
勢
を
~

五
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
二
、
国
家
~

寄
安
保
よ
り
個
人
の
安
心
を
！
（
略
）
~

竺
一
一
、
基
地
よ
り
人
権
を
優
先
し
よ
う
！
~

．
 

2
略
）
四
、
長
崎
を
平
和
発
進
都
市
に
し
~

．
 

：
ょ
う
！
（
略
）
兵
器
を
つ
く
り
、
米
国
~

．
 

長
崎
で
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
な
る
企
画
を
始
め

て
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ス

ウ
ィ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
以
下
の
よ
う
な
極

め
て
簡
単
な
も
の
で
、
こ
れ
で
十
年
や
っ
て
き

ま
し
た
。
「
平
和
は
自
分
た
ち
で
つ
く
り
あ
げ
る
も
の

ご
艦
船
が
寄
港
を
繰
り
返
す
長
崎
は
、
~

ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
を
訴
え
る
資
格
~

[
を
疑
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
反
核
を
ア
~

~
ジ
ア
の
人
々
と
共
有
す
る
た
め
に
は
、
~

ご
新
原
爆
資
料
館
は
日
本
の
侵
略
と
加
害
~

~
の
責
任
を
明
示
し
、
す
べ
て
の
戦
争
行
~

~
為
を
否
定
す
る
精
神
で
貫
か
れ
て
い
な
~

？
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
原
爆
投
下
中
心
~

？
碑
』
を
撤
去
し
、
新
た
に
『
人
物
像
』
を
~

芦
叢
し
よ
う
と
す
る
長
崎
市
の
決
定
は
、
~

2
爆
心
地
公
園
を
い
っ
そ
う
観
光
地
化
し
、
~

こ
仮
に
対
す
る
被
爆
者
の
怒
り
を
封
じ
込
~

~
め
る
も
の
で
す
。
被
爆
者
と
市
民
の
声
~

：
を
無
視
す
る
長
崎
市
政
を
転
換
さ
せ
、
~

：
長
崎
の
平
和
発
進
機
能
を
高
め
よ
う
。
~

~
五
、
ア
ジ
ア
の
戦
争
被
害
者
に
心
か
ら
~

~
の
謝
罪
と
補
償
を
1

・
（
略
）
六
、
核
の
な
~

~
い
安
全
で
豊
か
な
地
球
を
と
り
も
ど

：
そ
う
！
（
略
）
米
ソ
冷
戦
体

？
制
が
終
わ
っ
て
も
、
戦
後

2
九
十
年
が
経
過
し
て
も
、

[
ま
だ
私
た
ち
は
平
和
な
時
』

；
代
を
う
ち
た
て
る
こ
と
が
一

~
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

T

し
私
た
ち
は
、
『
今
』
の
時
一

ば
い
が
新
た
な
戦
前
期
と
な

：
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

やっぱり平和でな
くっちゃ！
市民の手作り平和運動
10年目の今年は一

舟越耽ー●ピースバス長崎

P̀辺辺：魯［［s ： 9齋ーら凶し草皐戸
愚闘、且望ミ輩 鷹扉i；は和；

: t §喜[〗 [9:、[[ょ
す。食[§9 < 9: : [ i : 
て培かと動 呼営れど事と
き養けもが ひしががでり
た的不あ八 か、手ぃあ r
のな足つ． け多作っ召よ

今
年
も
ま
た
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
決
め
る
の
に
「
楽
し
い
時
間
」
を
さ

き
ま
し
た
。
全
員
討
議
で
案
を
出
し
、
そ
れ
を

た
た
き
合
っ
て
、
最
後
は
多
数
決
で
決
め
る
の

で
す
が
、
今
年
は
「
や
っ
ぱ
り
平
和
で
な
く
つ

ち
ゃ
！
」
と
「
国
の
安
保
よ
り
個
人
の
安
心
を
」

が
最
後
ま
で
残
り
、
結
局
前
者
が
一
位
と
な
っ

た
の
で
こ
れ
を
メ
イ
ン
コ
ピ
ー
、
後
者
を
サ
プ

コ
ピ
ー
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
「
平

和
に
こ
だ
わ
っ
た
十
年
、
こ
り
ず
に
十
年
」
と

？
も
平
和
を
愛
す
る
市
民
と
し
て
地
道
で
~

．

．

 

~
豊
か
な
取
り
組
み
を
統
け
て
い
き
ま
す
よ

~
以
上
、
爆
心
地
公
園
に
集
ま
っ
た
す
~

~
べ
て
の
市
民
の
名
に
お
い
て
宣
言
し
ま
~

・
 
．
 

[
す
゜

．
 

一
九
九
六
年
八
月
九
日
ピ
ー
・

．

．

 

~
ス
ウ
ィ
ー
ク
市
民
集
会
~

．

．

 

．

．

 

．

．

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
三
件
、

講
演
会
二
件
、
模
擬
裁
判
、

街
頭
行
動
、
集
会
な
ど
な
ど

で
は
、
今
年
の
企
画
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

●
八
月
一
日
高
里

鈴
代
さ
ん

（
基
地
・

軍

こりずに10年

「
平
和
運
動
に
こ
だ
わ
っ
て

十
年
、
こ
り
ず
に
十
年
」

17 1988年6月18日第三種郵便物認可（通養124号） No.451996.8.20 月刊キャッチピース
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． 
(85) 

1996.8.6~9.6 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

横須賀

♦ 8/10 

◇ 8/30 

♦ 8/30 

原潜ホークビル （L)入港こ

原潜ホークビル (S)出港。

原潜キャバラ（S)入港。

横須賀累計（うち原潜） ：19(16) 

佑世保

◇ 8/6 

13:55 

10:00 

13:58 

08:51 原潜ラホヤ（L)出港。

佐世保累計（うち原潜） ：6(6; 

朽イトビチ（沖繹・勝連町）

● 9/2 10:05 原潜ホークビル（L)入港。

◇同日 15:41 原潜ホークビル (L)出港。

● 9/6 10:00 原潜ホークビル（L)入港。

◇同日 17:00 原潜ホークビル（L)出港。

ホワイトど→累計（うち原潜） ：13(13) 

●1996.1.1から9.6までの各地の庫子力艦入港
数： （ ）内は原潜

横須賀 19(16) 

佐世保 6(6) 

ホワイトビ→ 13(13) 

合計 38(35) 

••••••••••••••••••••••••••••••• 
[̀ `<

戸
雪

。

を

在

能

よ

と

ー言

容

現

壁

紅

機

に

る

内

、

岸

延

の

て

せ

lvo

ぢ

J

紅

て

て

麟

紐

船

せ

聞

伝

画

す

て

っ

に

埋

倍

ま

新

を

計

要

立

た

。

を

り

謬
尋

rM

似
叫
コ
5

の

の

し

を

ル

タ

ら

ぺ

に

の

ま

面

ト

ク

か

ス

画

は

覧

磯

た

ぃ

｀

内

0

5
だ

さ

増

6

塁
』
〖

• 

それはこの3月のイージス艦fみょうこうJの配

備現在建設中で来春にも完成する予定の対潜水艦へ

リコプター基地の建設とあいまって舞鶴を拠点とする

海上自衛隊第三護衛隊群の即応態勢を飛躍的に高める

ものです。

一体、何のためにこのような舞鶴基地の強化が進め

られているのでしょうか。

舞鶴市は軍都の歴史への反省からf旧軍港市を平和

産業港湾都市に転換することにより、平和日本の理想

達成に寄与することを目的とするJ一九五0年の旧軍

港市転換法にもとづいて、平和産業港湾都市をまちづ

くりの基本にかかげています。

舞鶴の自然を破壊し、海を埋め立てて基地を拡張・

強化する今回の計画は旧軍港市転換法に違反するもの

であり、自然とともに海とともに生きたいという舞鶴

市民の希いを負に虹利、こどもたちの未来をうばいと

る愚行に他なりません。

基地の集約が目的であるなら、新たな海面の埋め立

ては必要ないはずです。

さらに先のド）ムパック 96」（環太平洋合同演習）

で自衛隊が米軍機を撃ち落とした事故で明らかになっ

たように、自衛隊は現在進められている「有事研究J

という戦争計画二もとづいて、ますます米軍との共同

作戦を担う軍豚になっています。f朝鮮半島有事l「台
湾海峡」での緊張があおられるなかで、日本海に面し

た唯一の海軍基地である舞鶴が、その戦争の拠点とさ

れようとしていることに身ぶるいします。

私たちは戦争を望みません。舞鶴の美しい海をへだ

てた対岸の人々との平和と友好を希います。軍都舞鶴

のあやまちをくりかえしてはなりません。私たちは舞

鶴の海を愛し、平和を愛するものとして、舞鶴基地の

埋め立て・拡張計画に反対します。

以上のような立場から、旧軍港市転換法に基<r転
換事業を援助すべき自治体の長として、知事が二十一

世紀を視野に入れた舞鶴と京都の未来のためにその責

任を果たされますよう以下、要請いたします。

1.防衛施設庁の発表した舞鶴基地の埋め立て・拡

張計画に反対の意思表示をすること。

2.現在、査定中の「舞鶴港湾計画」に同埋め立て
計画をもりこまないこと。

3.旧軍港市転換法にもとづいて、自衛隊基地の縮
小・撤去をすすめること。

7月 23日 京都府知事荒巻禎ー殿●

自衛隊舞鶴基地の埋め立て、拡張計画に反対する要請文

青木信明、青木雅彦、井上清、海老原大祐（米軍人・軍属による事件被害者の会）、木下芳朗、小林純一郎、 山靖治、沢田春彦、瀧
川順朗、立川さき、鶴田律子、中北龍太郎（弁護士）、西野陽子、西野靖、西村恵美子、西村信和、野中祐子、野坂昭生、松尾 子、

皆川みずゑ（上瀬谷基地はいらないウドの会）、武藤一羊、本並奈津、湯浅一郎（ピースリンク広島・呉・岩国）、和田喜太郎、森
井貞子、沖増修治、河辺昭敏（核も安保もいらない！あいち反戦の会）、神田公司（くまもと市民センター）、田巻一彦（脱軍傭ネッ

トワーク・キャッチピース）、徳永啓二、新倉裕史、（ヨコスカ平和船団）、橋本均、林修二（ピースリンク広島・呉・岩国）、藤本
宏秋、堀川敏朗（西宮市立西宮酉高等学校教職員組合）、門河憲生、山口孝雄、山下円美、山地敏夫、山中悦子（横浜市民）、山本
純、吉田満智子、アジアの平和のために学び行動する会、 連絡先：蓮塾 075-255-1264 

隊

を

許

さ

な

い

行

動

す

る

女

た

ち

の

会

）

の

講

演

会

。

十

年

前

の

第

一

回

ピ

ー

ス

ウ

ィ

ー

ク

で

も

初

日

は

読

谷

村

村

長

の

山

内

徳

信

さ

ん

で

し

た

。

長

崎

で

は

い

つ

も

沖

縄

が

視

野

に

入

っ

て

い

ま

し

た

。

●

八

月

二

日

ニ

コ

ル

が

「

世

界

一

の

干

潟

」

と

絶

賛

し

た

諌

早

干

潟

を

守

る

た

め

に

干

拓

事

業

の

中

止

を

求

め

る

裁

判

を

始

め

た

、

「

む

つ

ご

ろ

う

」

な

ど

の

自

然

の

生

物

を

原

告

と

す

る

日

本

で

三

つ

目

の

自

然

権

訴

訟

の

模

擬

裁

判

。

こ

の

日

、

国

側

代

理

人

を

原

告

団

弁

護

人

の

龍

田

紘

一

郎

弁

護

士

が

つ

と

め

、

会

場

は

大

い

に

わ

い

た

。

●

八

月

三

日

街

頭

行

動

。

雑

国

人

被

爆

者

金

順

吉

さ

ん

の

国

と

三

菱

を

相

手

ど

っ

た

戦

後

補

償

裁

判

へ

の

支

援

を

訴

え

る

ビ

ラ

と

ピ

ー

ス

ウ

ィ

ー

ク

の

パ

ン

フ

一

―

1
0
0
0枚を配っ
た

。

●

八

月

四

日

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

。

長

崎

か

ら

世

界

に

向

け

て

平

和

を

発

進

す

る

施

設

で

あ

る

新

原

爆

資

料

館

や

平

和

公

園

、

爆

心

地

公

園

な

ど

の

平

和

発

進

機

能

の

検

証

。

あ

わ

せ

て

原

爆

投

下

中

心

碑

を

撤

去

し

て

女

神

像

を

建

立

し

ょ

う

と

し

て

い

る

長

崎

市

の

行

政

の

問

題

点

の

学

習

。

●

八

月

六

日

被

曝

体

験

を

語

り

継

ぐ

会

。

三

歳

の

時

に

浦

上

町

で

被

曝

し

た

中

村

由

一

さ

ん

が

原

爆

と

差

別

に

向

か

い

合

っ

て

生

き

て

き

た

半

生

を

語

っ

た

。

あ

わ

せ

て

影

絵

「

命

の

樹

」

の

上

演

。

●

八

月

七

日

弁

護

士

木

村

晋

介

さ

ん

の

講

滅

会

木

村

さ

ん

は

長

崎

の

生

ま

れ

。

テ

ー

マ

は

「

オ

ウ

ム

事

件

と

破

防

法

と

マ

ス

コ

ミ

」

で

参

加

者

は

女

性

が

多

か

っ

た

c
)

●

八

月

八

日

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

。

「

端

島

、

高

島

ク

ル

ー

ズ

」

。

端

島

（

軍

艦

島

）

を

船

が

ゆ

っ

く

り

回

り

、

そ

こ

で

強

制

労

働

を

さ

せ

ら

れ

て

い

た

翰

国

人

徐

正

雨

さ

ん

が

去

年

に

つ

づ

い

て

貴

重

な

証

言

を

さ

れ

た

。

そ

の

後

、

炎

天

下

高

島

に

上

陸

し

、

四

コ

ー

ス

に

分

か

れ

て

炭

坑

と

強

制

連

行

の

歴

史

に

つ

い

て

学

習

。

所

要

時

間

―

―

一

時

間

半

。

参

加

者

―

1
0
0人。夜は
全

国

の

仲

間

と

交

流

会

C

)

●

八

月

九

日

午

前

中

ピ

ー

ス

ウ

ィ

ー

ク

市

民

集

会

。

午

後

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

で

三

菱

の

兵

器

工

場

を

回

る

ピ

ー

ス

バ

ス

。

そ

も

そ

も

ピ

ー

ス

ウ

ィ

ー

ク

は

、

何

の

組

織

に

も

属

さ

な

い

「

ふ

つ

う

の

市

民

」

が

八

月

九

日

に

参

加

で

き

る

場

を

つ

く

ろ

う

と

い

う

こ

と

で

始

ま

っ

た

。

こ

の

数

年

、

神

奈

川

、

生

活

ク

ラ

プ

生

協

、

広

島

、

大

阪

な

ど

か

ら

参

加

も

続

い

て

い

る

が

、

今

年

は

集

会

後

半

に

原

水

禁

長

崎

大

会

の

参

加

者

二

0
0
0名が合流
し

て

「

人

間

の

鎖

」

を

つ

く

っ

た

。

画

期

的

と

言

う

ほ

か

な

い

。

ピ

ー

ス

バ

ス

は

毎

年

の

企

画

で

今

年

は

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

一

台

が

満

員

。以

上

で

す

が

、

こ

う

し

て

み

る

と

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

三

件

、

講

演

会

二

件

、

模

擬

裁

判

、

街

頭

行

動

、

被

爆

体

験

を

語

り

継

ぐ

会

、

交

流

会

、

集

会

が

各

一

件

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

形

態

だ

け

で

な

く

内

容

も

多

彩

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

な

か

な

か

の

ボ

リ

ュ

ー

ム

で

例

年

ピ

ー

ス

ウ

ィ

ー

ク

が

終

わ

る

と

み

な

グ

ッ

タ

リ

で

す

。今

年

は

若

干

の

反

省

も

あ

る

の

で

す

が

、

紙

面

の

余

裕

が

あ

り

ま

せ

ん

の

で

次

の

機

会

に

。

昨

年

九

月

の

ブ

ル

ー

リ

ッ

ジ

に

続

き

、

今

年

七

月

に

は

マ

ク

ラ

ス

キ

ー

が

「

親

善

目

的

」

で

長

崎

に

寄

港

し

ま

し

た

。

私

た

ち

は

、

度

重

な

る

米

艦

船

寄

港

の

目

的

は

、

三

菱

長

崎

造

船

所

の

技

術

力

を

あ

て

に

し

た

長

崎

の

修

理

基

地

化

と

有

事

に

あ

た

っ

て

の

長

崎

港

の

軍

事

利

用

に

あ

る

と

考

え

て

、

入

港

反

対

の

行

動

を

続

け

て

い

ま

す

。

非

核

艦

船

か

ど

う

か

で

は

な

く

、

「

い

か

な

る

軍

艦

も

長

崎

に

は

似

合

わ

な

い

の

だ

と

い

う

主

張

が

広

く

市

民

権

を

得

つ

つ

あ

り

ま

す

。

◆

◆

相
次
ぐ
長
崎
へ
の

米
艦
船
の
寄
港
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●わしごときが言うのも何だが、

被害者意識とはやはり不毛な感情

だと思う。うつむいたままの瞳で

は、「これから」が見えない。代理

署名裁判、最高裁判決は予想通り

だったが、沖縄の人々の背筋は未だシャッキリと

伸びている。…話は全然違うが、二人の名指揮

者、クーベリックとチェリビダッケが逝った。民

主化後のチェコヘ四0年ぶりに帰ったクーベリッ

クは、スメタナ『わが祖国』を振った。あの「愛

国」の名派が耳に残る。安らかに。 （ま）

●日本人スタッフと現地人スタッフが協力して

「持続可能な農業関発」を進める現場を尋ねてカ

ンボジアの農村に泊まった。電灯のない村の夜の

ホタル。一族総出の田植え。見渡すかぎりどこま

でも広がるハス池。そして、人々のやさしい笑

顔。ハンデイクラフトの製造現場で義足をはずし

て働く人々に会わなければここがあのカンボジア

だとは思えなかったのだが：、USドルさえあれ

ば生活出来たのは妙なことだった。 （や）

●発行が遅れ気味で、今月は発行日付とお手元に

届く日が一ヶ月近く開いてしまっています。どっ

かで何とかしたいと思うのですが。沖縄県民投票

が「基地縮小」が圧倒的多数の結果に終わりそう

だという開票速報を聞きながら書いています。問

われるのは「本土」の「民主主義力」ですつ （た）

•••••••• 

• 

会計報告
(96.8.1~96.9.1) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

284,313 

59,885 

49,000 

12,000 

6,000 

゜゚
31,000 

10,640 

45 

200 

゜［支出］
●今月の支出

事務所代 (9月分）

水道光熱費

電話FAX費（6月分）

郵送費

文具・備品

印刷・コピー代

藤便振替等手数料

雑費

●次月への繰越し

＊行動費は行動プロジェクト毎の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの欄に計

上されます。

181,218 

40,000 

5,531 

3,811 

44,383 

゜43,054 
770 

43,669 

162,980 
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●
会
費
と
夏
の
一
時
金
カ
ン
パ
で
、
わ
が

キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
財
政
も
一
息
つ
い
た
（
は

ず
）
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
月
の
「
繰
越
額
」
を

見
る
と
一
ヶ
月
分
の
経
費
が
や
っ
と
こ
と
い
う

状
況
。
「
低
空
飛
行
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
未
回
答
自

治
体
へ
の
再
送
付
、
調
査
対
象
の
追
加
な
ど
の

出
費
が
響
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
引
き
つ
づ
ご

協
力
を
お
頗
い
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー

ス
を
お
知
り
合
い
に
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い

で

す

。

(

-

同

）

引
き
続
き

財
政
支
援
の
お
願
い
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